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システム開発支援ソフトウェア"EAGLE”
lntegrated Software Developmentand Maintenance SYStem"EAGLE”

業務システムの大規模化･複雑化とエンドユーザー部門からのシステム化要求の

急増は,EDP部門の開発能力を上回り,バックログの発生と累積をもたらしている｡

このバックログ解消の かぎ を才屋るのが,EDP部門の開発能力の向上である｡日

立製作所はこのような問題に対処するため,HIPACEの標準手順･技法と一体とな

るシステム開発支‡麦ソフトウェアEAGLEを開発･製品化した｡

EAGLEは,対話処理によるシステム開発,データ辞書によるソフトウェア資源

の一元管理,パターン･部品によるプログラムの生成,保守ドキュメントの自動作

成の四つの特長をもち,バッチ処理からオンライン データベース処理までの業務シ

ステムの開発を支援する｡

口 緒 言

コンピュータシステムが企業i盲動の中枢となった現在,い

かに効率的に業務システムを開発し維持するかが重要な課題

となっている｡しかし,業務システムの大規模化･複雑化と

エンドユーザ【部門からのシステム化要求の急増(開発需要は

年20～30%の増)は,匡11に示すようにEDP(Electronic Data

Processing)部門の開発能力(要員は年ゼロ～数パーセントの

増)を._L回り,バックログ(開発待ち業務)の発生と累積をもた

らしている｡

このバックログ解消の方策として,(1)エンドユ【サー自身

によるシステム開発,(2)アプリケーションパッケージの購入

及び(3)EDP部門の開発力向上の三つが考えられる｡(1)は最

も望ましい姿であるか,現二伏はエンドユーザー自身がシステ

ム開発できる環境が整備されているとは言い難い｡(2)は,田

内のアプリケーションパッケージマーケットがようやく成長

し始めた段階であI),まだ現実的ではない｡すなわち,(1)と

(2)とだけに細るわけにはいかないので,1980年代のバックロ

グ解消のためには,(3)のEDP部門の開発力をいかに向上させ
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図l システム開発量の推移とバックログ システム開発の需要と

供給の差は広がる一方である｡EDP部門の開発力の抜本的な向上が急務である｡

葉木洋一* y∂ゴビんi〃αgよ

今城暫二* re～叫JJm少∂

津田道夫* 〟ざcんよ0丁-ざ址血

仁平博三* 仇γ0～∂〃gム汀α

るかが重要である｡

日立製作所は,EDP部門のシステム開発の効率向上を目的

として,要求分析からプログラムの開発･保守までの作業手

順を標準化し,技法とともにHIPACE(HitachiPhased Ap-

proach for High Productive Computer System's Engineer･

ing)とLて体系化し,提供してきた1)｡

従来からHIPACEでは,個々の支援ソフトウェアを提供し

てきたが,今回,よりいっそう体系化し,システム開発を支

援するソフトウエアとしてEAGLE(Effective Approach to

Achieving High LevelSoftware Productivity)を製品化し

た｡すなわちEAGLEは,図2に示すようにHIPACEの3本

柱(標準手順,枝ブ去,支援ソフトウェア)の一美を担うもので

ある｡

本報では,EAGLEの開発背景,ねらい及び特長について

概説するとともに,その代表的な機能を紹介する｡

システム開発のトータルな効率化を実現するっ

川PACE

システム開発

標 準 手 順

システム開発

技 法

システム開発支援ソフトウェア

EAGJE

注:略語説明

川PACE(HltaChlPhasedApproach for Hlgh ProductlVe

Comp〕ter System's E[gl[eerlng)

EAGLE(EffectlVeAppro∂Ch to Achle〉lng H+ghJevel

Sof川即e Productl川y)

図2 卜‖PACEの中のEAGJEの位置づけ EAGLEは.川PACEの標

準手順と技三去と一体となったシステム開発支援ソフトウェアである｡

*
日立製作所ソフトウェア丁.場
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田 EAGLEの概要

2.1既存の開発支援システムのノウハウを活用

EAGLEの開発に当たり,既存の総合的な開発支援システ

ムの長所を積極的に取り入れることに努めた｡特に参考一にし

たのは,利用実績が多く客観的に評価可能な次の三つであり,

漢字CORAL(KanjiCustomer Oriented Application Pro-

gram Development System)からは対話処理と資源の一フ上菅

埋を,CANDO(Computer Aidそd New Facilities for sys-

t｡m Development and fixation to the Organization)からは

標準パターンによるプログラム生成機能を,CASD(Comput-

｡r Aided Software Development System)からはテスト支援

機能を取り入れた｡

(1)プログラム開発維持支援システム:漢字CORAL2)

オンラインデータベースシステムの業務プログラムの生産

性向上を目的とする｡日本語の仕様書言語,対話処理による

システム開発,データベ【スを用いたソフトウェア資源の一

元管理に特長がある()

(2)構造化ソフト開発支援システム:CANDO3)

ファコム･ハイタ､ソク株式会社ハイタ､ソク本部の社内､ソー

ルである｡HIPACEの考え方に基づき,システム設計,プロ

グラム作成,テスト,ドキュメント出力の各支援機能をもつ｡

標準パターンによるプログラム生成及び単体テスト用パラメ

ータの自動生成に特長がある｡

(3)ソフトウェア開発支援システム:CASD4)

日立製作所の社内ツールである｡オペレーティングシステム

やコンパイラなどの基本ソフトウェアの開発用であり,設計,

プログラミング及びテストの支援サブシステムで構成される｡

ソフトウェア製品の信頼性を高めることに重点が置かれている｡

2.2 EAGJEの開発方針

EAGLEの最終目標は,EDP部門のシステム開発･保守の

生産性と信根性の向上である｡この目標達成のため,次に述

べるような開発方針を設けた｡

(1)ソフトウエアの開発は必ず何らかの作業標準を前提にし

ている｡EAGLEは,HIPACEのシステム開発標準手順SPDS

(Sta｡dard Procedure to Develop System)に従って作業す

ることを前提とする｡すなわち,SPDSのマニュアル5)で定

められたワークシートに必要事項を記入することにより作業

を進め,このワークシートの記入結果をEAGLEの支援機能

を用いてコンピュータに蓄積し,多方面に有効利用を図る｡

(2)システム開発の全工程を対象とする総合的な支援ソフト

ウェアとする｡また,この工程の中での一貫性を保証する考

え方として,データ資源管理の概念を採用する｡データ資源

管理とは,データを,人,物,金などと同様に企業の目白勺達

成のための貴重な資源とみなして管理することである6)･7)｡

この管理の中核としてデータ辞書(データディクショナリ)を

位置づける｡

(3)しかし,システム開発の一部の工程に対して標準手順を

もち,支援ソフトウエアを運用しているユーザーも少なくな

い｡これらの多くは前記(1),(2)の標準手順や概念と類似して

いるが,具体的なワークシートや手法となると必ずしも一致

していない｡今まで慣れ親しんだ方法を捨てて,(1)及び(2)に

全面的に変えることが困難なユーザーのため,EAGLEの中

の個々の支援機能を自由に取り出して部分適用できるように

柔軟な構造とし,容易にEAGLEが導入できるようにした｡

2.3 EAGLEの特長

図3に示すように,EAGLEには四つの特長があり,以下
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図3 EAGLEの四つの特長 EAGJEには,川対話処王軋二よるシステム

開発,(2)データ辞書を用いたソフトウェア資源の一元管理,(3)標準パターン･

部品の有効利用によるプログラム生成,(4)保守ドキュメントの自動作成の四つ

の特長がある｡

に説明する｡

(1)対話処理によるシステム開発

システム設計からテストまでを対話処理の作業対象とする｡

図4に示すように日本語のメニュー一遇択だけで,だれでも答

為に作業できる｡また,作業ダイダンスやEAGLEからのメ

ッセージも日本語で表示する｡

(2)データ辞書を用いたソフトウェア資順の一元管理

膨大なソフトウェア資順(設計仕様,プログラムなど)は,

データ辞書を用いて一元管理するので,システム開発や保守

での資源間の不一致が防げる｡また,データ辞書には資榔司

の関連情報が格納されており,必要な柑互参照情報(クロスリ

ファレンス)が検索できる｡

(3)標準パターンと部品の有効利用によるプログラム生成

プログラムの形態別に用意されている標準パターンと部品

(サブルーチン)を使って,ソースプログラム(COBOL)を自

動的に組み立てる｡その結果,プログラム作成工数が削減で

き,また,信頼性の高い標準的なプログラムとなるため保守

性が良い｡標準提供される22個の標準パターンは,CANDO

での利用実績を踏まえておI),バッチCOBOL業務プログラ

ムの大部分をカバーしている｡

(4)保守ドキュメントの自動作成

日本譜の保守ドキュメント(設計ドキュメント,プログラム

ドキュメント,クロスリファレンスリスト)を自動作成するた

め,ドキュメントの清書や仕様変更に伴う書き直し工数が削

減できる｡更に,設計仕様やプログラム仕様とドキュメント

が常に一致するので,効率の良いイ末寺作業が行なえる｡

田 EAGJEの機能

図5にEAGLE利用時の作業の流れを示す｡本章では,ニ

のさ充れの順にEAGLEの機能を説明する｡

3.1データ項目の登銀と更新

システム開発の対象となる業務システムのデータ分析を行

ない,データリレーションを抽出し正規化する7)｡この正規

化されたデータリレーションを構成するデータ項目をデータ

辞書に登録し,以後の各工程で利用する｡

データ項目ごとに,名前(プログラム中で用いるデータ名,

略称,日本語名とその振I)仮名など),属性(データタイプと

長さ),説明及びユーザーの独自項目(値の範囲,テスト時の

標準値,含まれるデータリレーションの名前,データの管理

元や発生i傾など)を指定できる｡
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(やデータ項目の登録と更新
*** EAGLE システム開発メニュー ***

次に行なう業務番号==>〔〕70ロジェクト名==>〔 〕

1. システム設計--･--一画面･帳票仕様,データベース仕様,ファイル

2. プログラム作成--

3. 管 理--------

レコード仕様の定義

プログラム仕様の定義,プログラム生成,エデ

ィト,コンパイルの実行,対話形テストの実行

データ辞書作成,パターン･部品管理,情報検

索,ドキュメント作成など

*** EAGJE システム設計メニュー

次に行なう業務番号==>〔〕 仕様名二=>〔

〈データベース仕様〉

11作成･更新
12 表示

13 定義パラメータ生成

くファイル仕様〉

21作成･更新

22 内容表示

〈画面･帳票仕様〉

31レイアウト作成

2

3

4

5

3

3

3

3

更新

項目定義

書式オーバレイ定義

テスト表示

定義パラメータ生成

* * *

〕

〈レコード仕様〉

41作成･更新
42 表示

43 略称変換

(データ辞書使用)

44 原始文生成

***

次に行なう業務番号==

くプログラム仕様〉

11作成･更新

12 表示

13 プログラム生成
●

〈パターン･部品検索〉

21一覧表表示

22 内容表示

EAGJE プログラム作成メニュー ***

>〔〕プログラム名==>〔

く編集･コンパイル〉

31プログラム編集

(DESP)
32 コンパイル

〕

くテスト〉

41テストコマンド生成

42 テストコマンド修正

(DESP)
43 COBDBG実行

*** EAGLE 管理メニュー ***

次に行なう業務番号==>〔〕

〈データ辞書作成〉

11データ項目定義

12 データ項目表示

13 関連情報自動作成

くパターン･部品〉

21パターン作成･更新

22 部品作成･更新

く情報検索〉

1一覧表表示

2 標準パターン･部品

3 設計仕様

4 クロスリファレンス

〈ドキュメント作成〉

41データ辞書

(データ項目)
42 設計ドキュメント

43 プログラム･

ドキュメントト

44 クロスリファレンス

図4 EAGJEの業務選択メニュー システムエンジニア,プログラマ

及び管理者の三つのⅠ取離別に,システム設計,プロクうム作成及び管理の三つ

のメニューを用意Lている｡

3.2 仕様書の登録と更新

システム設計工程でワークシートに記述した設計仕様を,

仕様書ライブラリに登録する｡登録する仕様書には,次のも

のがある｡

(1)画面･帳票仕様〔端末ディス70レイ,端末プリンタ,セ

ンタ(漢字)プリンタ,書式オーバレイなど〕

作成/′更新 *** データベース仕様(ORDRDB)***

70ロジェクト名 PROJECTl

概 要 ORDERDATABASE

区分 データセット名 編成法 BF数 スペースレンジ 口一ドリミット 回 復

M GOOD KSDS 50 Y

M CUST ESDS 60 Y

∨ ORDR ESDS 40 1,000 70 Y

至]

データ項目

の登録と更新

②仕様書の登録と更新

仕 様 書 の

登寿と更新

(雪雲1思琵訂畏言古妄言ム)

④プログラムの生成と固有機能の追加

固 有 機 能
の 追 加

フ ロ

生 成

ソ
ー

ス

プログラム

(COBO+)

⑤対話形テストの実行

対話形テスト

③パターン･部品の

登録と更新

パターン･部品

の登発と更新

パターン･

部 品

±=J

テストコマンド

の自動生成

テスト

コマンド

コ ンパイル
及び

リ ンケージ

ロ
ード

モジュール

⑥情報検索とドキュメント作成

情 報 検 索

ドキュメント ドキュメント
作 成

/

データ

辞 書
(関連)

相互関連情報

の自動登鐸

図5 EAGJEを用いたシステム開発手順 ①～⑤の順番でシステム

を開発する｡⑥はいつでも実行できる｡

画面･帳票イメージをそのまま対話形で定義後,直ちに確

認画面を表示する｡それにより,エンドユーザーが本番時の

イメージを確認できるので,最も仕様変更が多く本番直前ま

で仕様が安定しなかった画面･帳票仕様が早期に安定する｡

(2)データベース仕様(図6に例を示す｡)

(3)ファイル仕様

作成/更新 ***DBアクセス仕様(AORDRl)***

プロジェクト名 PROJECTl

概 要 ORDRDB〕PDATE

プログラム区分 MPP 言語区分 COBOL

DBM名 ORDRDB 使用DB STD

プログラム名 PORDRl

データセット名 】/0区分 BASEしK データセット名 l/0区分1 BASELK

GOOD ∪ CUST ∪

ORDR ∪ GOODLKOl

図6 データベース仕様書 pDMIIデータベースの定義例である｡データベース仕様では,データベースの構成を指定する｡DBアクセス仕様では,各プロ

グラムのデータベースに対するアクセス方法(検索や更新)を指定する｡
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(4)レコード仕様

(5)プログラム仕様

仕様書は,各椎の定義パラメタやソースプログラムの生戌

など多目的に使用される｡

3.3 パターン･部品の登録と更新

システム設計と並行して,プログラムの標準パターンと部

品をパタ【ン･部品ライブラリに登錨する｡汎用的なCOBOL

標準パターン(図7)と部品は,製品として提供される｡また,

ユーザーが才虫自にパターンと部品を開発し,使用することも

できる｡なお,一般に処理アルゴリズムに関する部品(処理部

品)は,なかなか汎用化しに〈く,むしろデータに着目したデ

ータ項目対応の部品(データ部品)のほうが汎用化しやすい｡

データ部品の標準化を推進すれば,部品組立てによるプログ

ラム開発か容易となる｡

3.4 プログラムの生成と固有機能の追加

システム設計工程で作成したプログラム仕様書には,プロ

グラムの構成要素〔使用するパターン･部品,入出力(画面･

帳票･データベース･ファイル)など〕が指定済みである｡

この指定に従い,ソースプログラムを生成する｡この生成方

法を図8に示す｡

生成彼のソ【スプログラムに対して,各プログラム叫占]有

機能をエディタを用いて追加し,プログラムを完成する｡

パターンや部品でカバーできない岨有機能は,従来とItiJじ

方法でプログラム設計とコーチ■ィングを行なえばよし､｡コーl

ディング工程では構造化プログラミング技法かイj‾効であるこ

とが1970年代の初めから実証されてきた｡しかし,以舶の

COBOLは,PASCALやPL/Ⅰと比べイ海道化7■‾ログラミング

機能が弓弓体であったが,日立製作所の大形オへレーーティング

システム輔のCOBOLでは表1にホすような構造化フロブラ

ミング機能を支援しているので,官′fの良いプログラムの作成

が可能である｡なお,本機能は,アメリカのCOBOL改訂規

格案8)(1984年中に制定の見込み,1987年ごろJIS化の比jムみ)

に準拠している｡

3.5 対話形テストの実行

完成したソースプログラムを解析してテストコマンドをl'i

動生成し,対話形テストを実行する｡対話形テストには,

COBOLデバ･ノブ文枝を使糊する｡中間∴■､】∵ぐのデータ表ホ,

副プログラム単独実行用のシミュレーション(図9)､77イ

フ

ア

イ
ノレ

変
換

編

集

CONVTOOl DTRIBOOl EXTRTOOl SUMRYOOl MERGEOOl

レコードの レコードの ファイナルのマージ単 純 な ファイルの

ファイル変換 分 配

抽出l
1集計ll(入力ファイ謝

MERGEOO2 COJATlOl COLATNOl
注:照合･更新パターン中の()内

の意味

1:マスタファイルの数

∩:マスタレコードに対する

トランザクションの数

エラー/追加:マスタファイル
に該当データがない場合の

処理

照 合ファイルのマージ 照 合

(入力ファイノ伯本) (1:1)

(1‥｡=

シ

l

フケ
アン

イシ

UPDTSIEl UPDTSNEl UPDTSNE2 UPDTSIAl UPDTSNAl

更 新 更 新 更 新更 新 更 新
ルヤ

のル

更な
新

(1:1:エラー) (1:∩:エラー)終‥｡エ割ト1:1:追加)】ト1‥｡:追加)l

ラ
ン

フダ
アム

イな

UPDTRIEl UPDTRNEl UPDTRIAl UPDTRNAl

更 新

綿工空)恒
更 新 更 新

ノレ

の

更

新

(1:1:エラー) (1:1:追加) =:1:追加)

レ

ポ

l

卜

RPORTOOl RPORTOlO RPORTO20 RPORTO30 STATSOOl

けポ‾卜作成lレポ‾ト作成
統計リストレポート作成 レポート作成

作
成

(阜表) (ブレークキー一つ)(ブレークキーニつ)

(7レー,キ胡作成l

図7 22個の標準パターン 22個の標準パターンで.大部分のバッチCOBOL業務

プログラムの生成ができる｡
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プログラム仕様書ライブラリ

プログラム

仕様書

●プログラム名

●概要,機能説明

●パターン名

●部 品 名

●画面･帳票名

●データベース名

●ファイル名

●レコード名

データ仕様書ライブラリ

ファイル仕様

レコード仕様

データベース仕様

画面･帳票仕様

パターン･部品ライブラリ

パターン

部 品

＼

COBOLソースプログラム

旧ENT】RCAT10N DlVIS10N.

PROGRAM-1D.プログラム名.

*

… 概要,機能説明

*

ENVIRONMENT DlVIS10N､

FlJE-CONTROL.

SELECT ファイル名=

DATA DlVIS10N.

FlしE SECT10N.

FD ファイル名･･･

COPY レコード

WORKING-STORAGE SECT10N.

COPY レコード

COPY データベース

COPY 画面･帳票

部品(データ部)

+lNKAGE SECT10N.

COPY レコード

PROCEDURE D】VIS10N.

パターン

ユーザー固有機能

部品(手続き部)

部品(手続き部)

図8 EAGLEのプログラム生成方式 プログラム仕様

書の指定に従い,データ仕様パターン及び部品を用いてソース

プロクうムを組み立てる｡
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表ICOBO+構造化プログラミング用の命令 vos3 COBOLの構造化プログラミング用の命令は,アメリカ規格COBOL改訂案(1984年中に制定の見

込み)に準拠している｡

種輯 lf-then-else形 do-While形 ｢epeat-][t‖形 CaSe形

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

条件

真

処理1 処理2

偽

条件

真

反復処理

偽 偽

反復処理

条件

莫

肝 条件 THEN

処理1の命令群

ELSE

処理2の命令群

END-1F

PERFORM

[w什HTESTBEFORE】

UNTIL条件

反復処王里の命令群

END-PERFORM

P
A
D
図
式

条件

処理1

処理2

PERFORM

WITH TEST AFTER

UNTIL条件

反復処王里の命令群

END-PERFORM

While

not(条件)
反復処理 Un川条件

l【 lさ

条件P

処理1 処理2 処理∩

EVALUATE 条件P

WHENl】処王里1の命令群

WHEN j｡処理∩の命令群

END-EVAしUATE

処理1

反復処理
=‥

条
=r2

件
P

=ln

処王里2

処理∩

ソース

LINKAGE SECT10N

OI ARGIPIC---…

01 ARG2 PIC叩…

PROCEDURE D｢VIS10N USING

A｡｡1A｡｡2〕000100 GO USING((ARGIARG2))

000200 DO

000300 SET ARGl=

000400 SET ARG2=

000500 ENDOO

追加する｡

図9 テストコマンドの自動生成 ソースプログラムを解析Lて.テ

ストコマンドを自動生成する｡この例は.副プログラム単独実行用のシミュレ

ートコマンドの生成例である｡

(1回目のテスト)

Arl)

B(5)

1)

E(5)

‾‾‾‾1

1

1

1

C(10)

l

‾‾‾‾‾l

F(15)

(2回目のテスト)

A(1)

B(5)

D(1)

[三ヨ

‾‾●1

C(10)

F(15)

走行済み命令 テストカバレージ

1回目 12 32%

2回目 27 73%

図川 テストカバレ

ージ機能 coBOL

デバッグ支援には,テ

ストの進】歩状況を数値

化L,表示するテスト

カバレージ機能がある｡

走行済み命令数とその

割合(Coカバレージ)及

び走行済み分岐(パス)

数と.その割合(Clカバ

レージ)を表示する｡

ル シミュレーションなどのほか,テストカバレージ機能(図tO)

によるテスト十分性のチェックを行なう｡

3.6 情報検索とドキュメント作成

データ辞書(項目),仕様書及びソース7Dログラムを解析し,

相互関連情報▲をデータ辞書(関連)に自動登録する｡このデー

タ辞書を検索することにより,あるデータベースを参照して

いるプログラムー覧などを調べることができる｡

また,データ辞書(項目及び関連)と各種ライブラリの情報

を解析し,表2で示す種類の保守用ドキュメントを出力する｡

図IlにADCAS(Auto Documentation Aid System)を用いて

出力したPAD(Problem Analysis Diagram)図を示す｡

田 EAGLEによる効果

4.1稼動環境と適用分野

EAGLEは,HITAC Mシリーズの大形オペレーティングシ

ステムで稼動する｡日本語を全面的に採用しているため,

T-560/20漢字ステーションと漢字70リンタを必要とする｡開

発対象業務はバッチ及びオンラインデータベースシステムで

あり,支援するプログラム言語はCOBOLである｡

4.2 適用効果

EAGLEを用いることにより,以下に述べる効果があり,

従来のシステム開発と比べて2～3倍の生産性及び信頼性が

期待できる｡

(1)HIPACEの作業手順と技法の適用による作業の標準化

(2)対話形の画面･帳票設計により,設計仕様の早期安定

(3)設計仕様と70ログラム標準パターン･部畠の再利用

(4)テストコマンド自動生成とテスト十分性チェック機能(テ

ストカバレージ機能)によるテストの効率化と標準化

(5)データ辞書を用いたソフトウェア資源の一元管理

(6)日本語保守用ドキュメントの自動作成

(7)日本語メニュー オ､イデンスによる容易な操作
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給与計算プログラム(ⅩKMSOOl)PAI)図

絵字孟I甘S100

紺地S108

S18¢qYOKES

支払区分R8t()l- ●l一

泊触胡WKOI RnlINl〉ED ヨ

基本給字K8†01* 榔IWKO

支払区分k柑01,
-

2●

8 一 挺除耕WXOl

暮 一 頃目ホ号WKO

いNTI暮.項目轟号WkO

題加瀬W托¢l ROllNPErI苧

基本給辛R附Ol* 手膵2V托○

崩如蝋WXOI RIIIINIIEn 址

基本給隼KM01書 中揮3野E8

触l鮎†書S20(〉

表2 EAGJEの保守用ドキュメント一覧 項蕃l､8は設計ドキュ

メント 項蕃9～16はプログラムドキュメントである｡プログラムドキュメ

ントは,EAGJEを構成するプログラムADCASで出力する｡

No. ドキュメント名称 l 概 要

l 覧 表 各定義データの一覧表

2 データ項目仕様表 データ項目辞書の内容を出力する｡

3
‾○

タ
○

､d::い

4

丁-へ-ス仕様表

ファイル仕様表

丁一夕へ-ス仕様と構造図を出力する｡

VSAM,SAMファイル仕様を出力する｡

5 レ コ
ー

ド仕様表 レコード仕様を出力する｡

6 画 面 仕 様 表 画面のレイアウト,項目のデータを出力する｡

7 さ実字帳票仕様表 漢字帳票のレイアウト,項目のデータを出力する｡

8 プログラム処理概要図 プログラム仕様の内容を出力する｡

9 プログラム関う圭図
プログラムの呼ぷ･呼ばれる関係を階層構造図の

形式で出力する｡

10 プログラム機能説明図
プログラムの機能概要をデータフロー図(HIPO図)

の形式で出力する｡

ll セクショ ン関連匡】
プログラムを構成するセクションの関係を階層構

造園の形式で出力する｡

12 モジュール仕様書
プログラムを構成するセクション単位に処理概要

をデータフロー図(川PO図)の形式で出力する｡

13 P A D 図
プログラムを構成するセクション単位に処王里構造,

手順をPAD図の形式で出力する｡

14 S P チ ャ
ー

ト
プログラムを構成するセクション単位に処理構造,

手順をSPチャートの形式で出力する｡

15 日本語ソースリスト
原始プログラムの行単位に.入力原始文とこれに

対応Lた日本語原始文を出力する｡

16 デ ー

タ 定 義 書

原始プログラム,登録集原文(COBOL)中のデータ

セグメント単位に,個々のデータの名称,属性,

意味.用途などを一覧表の形式で出力する｡

注:略語説明 VSAM(VirtualStorage Aocess Method)

SAM(SequentねIAccess Method)

川PO(Hierarchy p山Slnput-Process-0utput)

PAD(Problem Analysis Djagram)
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図Il保守用ドキュメント

出力例(PAD図) ソース

プログラムを解析Lて,PAD

(Problem Analys■S Diagram)図

を出力する｡データ名やコメン

トは,データ辞書(項目)や用語

辞書を用いて日本語に変換Lて

いる｡

田 結 言

EAGLEは,HIPACEの標準手順･技法と一体となって,

効率的なシステム開発を支援するソフトウェアであり,全工

程を対象とLていることによる総合性と,デ【タ辞書を用い

たデータ資源管理の巧▲え方に基づく一貫性に特長がある｡

今後,いっそうの効率｢昌J上を実現するために,EAGLEの

機能拡張及び適用結果のフィードバックの推進に努力する巧一

えである｡

最後に,EAGLEの開発に当たり,御協力をいただいた関

係各位に対し,感謝の意を表わす次第である｡
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